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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ   5/04     (2006.01)
   Ｃ１０Ｍ 105/38     (2006.01)
   Ｃ１０Ｍ 107/24     (2006.01)
   Ｃ１０Ｍ 127/06     (2006.01)
   Ｆ２５Ｂ   1/00     (2006.01)
   Ｃ１０Ｎ  40/30     (2006.01)
   Ｃ１０Ｎ  30/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ    5/04     　　　Ｃ
   Ｃ０９Ｋ    5/04     　　　Ｅ
   Ｃ１０Ｍ  105/38     　　　　
   Ｃ１０Ｍ  107/24     　　　　
   Ｃ１０Ｍ  127/06     　　　　
   Ｆ２５Ｂ    1/00     ３９６Ｕ
   Ｃ１０Ｎ   40:30     　　　　
   Ｃ１０Ｎ   30:00     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和3年10月20日(2021.10.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも約９７重量％の以下の３つの化合物の組み合わせを含む冷媒であって、前記
組み合わせが、
　約４９重量％のジフルオロメタン（ＨＦＣ－３２）、
　約１１．５重量％のペンタフルオロエタン（ＨＦＣ－１２５）、及び
　約３９．５重量％のトリフルオロヨードメタン（ＣＦ３Ｉ）から本質的になり、
　前記百分率が前記３つの化合物の総重量に基づく、冷媒。
【請求項２】
　前記冷媒が、少なくとも約９９．５重量％の前記３つの化合物の組み合わせを含む、請
求項１に記載の冷媒。
【請求項３】
　前記冷媒が不燃性である、請求項２に記載の冷媒。
【請求項４】
　請求項４に記載の冷媒を含む、熱伝達組成物。
【請求項５】
　請求項３に記載の冷媒と、ＰＯＥ潤滑剤とを含む、熱伝達組成物。
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【請求項６】
　前記組み合わせが、
　４９重量％＋／－０．３重量％のジフルオロメタン（ＨＦＣ－３２）、
　１１．５重量％＋／－０．３重量％のペンタフルオロエタン（ＨＦＣ－１２５）、及び
　３９．５重量％＋／－０．３重量％のトリフルオロヨードメタン（ＣＦ３Ｉ）から本質
的になる、請求項１に記載の冷媒。
【請求項７】
　前記冷媒が不燃性である、請求項６に記載の冷媒。
【請求項８】
　蒸発器と、凝縮器と、圧縮機とを備える熱伝達システムにおける冷却方法であって、プ
ロセスが、
　ｉ）冷媒を凝縮することであって、
　少なくとも約９７重量％の以下の３つの化合物の組み合わせを含み、前記組み合わせが
、
　約４９重量％のジフルオロメタン（ＨＦＣ－３２）、約１１．５重量％のペンタフルオ
ロエタン（ＨＦＣ－１２５）、及び
　約３９．５重量％のトリフルオロヨードメタン（ＣＦ３Ｉ）から本質的になり、前記百
分率が前記３つの化合物の総重量に基づく、ことと、
　ｉｉ）前記冷媒を冷却される本体又は物品の付近で蒸発させることであって、前記冷媒
の蒸発温度が、約－４０℃～約－１０℃の範囲である、ことと、を含む、方法。
【請求項９】
　前記冷媒の前記蒸発温度が、約０℃～約１０℃の範囲である、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　蒸発器と、凝縮器と、圧縮機とを備え、かつ内部に冷媒を含む、熱伝達システムであっ
て、前記冷媒が、
　少なくとも約９７重量％の以下の３つの化合物の組み合わせを含み、前記組み合わせが
、
　約４９重量％のジフルオロメタン（ＨＦＣ－３２）、約１１．５重量％のペンタフルオ
ロエタン（ＨＦＣ－１２５）、及び
　約３９．５重量％のトリフルオロヨードメタン（ＣＦ３Ｉ）から本質的になり、前記百
分率が前記３つの化合物の総重量に基づく、熱伝達システム。


	header
	written-amendment

